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中国・四国地方の内陸の活断層中国 四国地方の内陸の活断層

「新編日本の活断層」
（活断層研究会編、1991）
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1923年以降の被害地震（M≧５）1923年以降の被害地震（M≧５）

2000年10月06日M:7.3

1943年09月10日M:7.2
1927年03月07日M:7.3

北丹後地震

鳥取地震

鳥取県西部地震 北丹後地震鳥取県西部地震
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地震分布
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Ｍ 死者 最大震度

明示以降1995年以前 100人以上死者のでた被害地震

発生年月日 地震名 津波 最大震度を観測した観(*1) 行方不明者 (*3)

(*2)

明治5(1872)年3月14日 7.1 浜田地震 死者約550 ○ 不明 ‐

大正14(1925)年5月23日 6.8 北但馬地震 死者 428 ‐6 兵庫県 豊岡

昭和2(1927)年3月7日 7.3 北丹後地震 死者 2,925 ○ 6
京都府 宮津測候所
など２点など２点

昭和18(1943)年9月10日 7.2 鳥取地震 死者 1,083 6 鳥取県 鳥取市吉方
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発生年月日 Ｍ
震央地名

人的被害 物的被害
最大震

度地震名

日本付近で発生した主な被害地震（平成８年～平成17年）

平成 9年（1997年） 3月 3日 5.5伊豆半島東方沖 負 3

住家一部破損
65 5弱
崖崩れなど

平成11年（1999年） 7月16日 4 5広島県南東部 負 1 なし 4平成11年（1999年） 7月16日 4.5広島県南東部 負 1 なし 4

平成12年（2000年）10月 6日 7.3
鳥取県西部

負 182
住家全壊 435

6強平成12年(2000年)鳥取
半壊 3 101など

( )
県西部地震

半壊 3,101など

平成13年（2001年） 3月24日 6.7

安芸灘 死 2 住家全壊 70

6弱平成13年(2001年)芸予
負 288 半壊 774など

地震
負 288 半壊 774など

平成14年（2002年） 3月25日 4.7伊予灘〔安芸灘〕 負 1 なし 4
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気象庁資料による



1943年鳥取地震の地震断層と震源断
層でのずれの分布
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島崎邦彦：「活断層で発生する大地震の長期評価：発生頻度推定の課題」、活断層研究、Vol.28、pp.41‐51(2008)

短い活断層と予め特定できない震源短い活断層と予め特定できない震源
島崎邦彦：「震源断層より短い活断層の長期予測」、日本活断層学会2008年

度秋季学術大会予稿集S‐05

地震発生層 震源断層地震発生層 震源断層

短い活断層

震源断層長＝活断層の長さ

震源断層

予め特定できない震源
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